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地域包括ケアシステムは療養する高齢者だけでなく、子どもを産み育てる人々、子どもたち、障が
いのある人々など全ての人々の生活を地域で支え、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後
まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される地域包括
ケアの体制と仕組みづくりが重要です。
この地域包括ケアシステムは統一されたものではなく、地域の特性に応じた包括ケアシステムの構
築、すなわち地域ごとに包括ケア体制を築くためのネットワークづくりが不可欠です。
地域包括ケアを効果的に展開するには、当事者・家族を中心として支援に関わる全ての関係機関や
専門職、市民らが各々の役割を果たしながら、相互に連携・協働のネットワークを拡大することによ
り、点と点の取り組みが線となり、そして面へと互いの協働の輪を広げ体制を強化していく必要があ
ります。さらに、ネットワークが有効に機能するには、支援に関わる人々が相互に「つながり、支え
合い、活かし合う」仕組みを地域に根ざして構築することが求められ、これらのプロセスはまさに地
域の「まちづくり」につながります。
地域包括ケアの体制をより強化していくには、地域の特性を踏まえ地域の強みと課題を明確にしな
がら活動し評価し、持続可能で成長し続ける包括的なケアシステム（CQI を視点とした包括ケアシス
テム）を構築していくことが重要だと考えます。そのためには、制度やフォーマルおよびインフォー
マルなサービスや、人的資源を有効に活用できる仕組みと潜在的な資源を顕在化し、資源化する取り
組みの両方が必要です。
さらに、支援に関わる人々の知識や意識、行動に働きかけ、支援に関わる当事者や関係者らが力を
引き出し合えるようエンパワーメントし、一方通行ではなく相互に情報を共有し確認できる合意形成
の展開、ケアやケア体制の効果を検証し有効なネットワークを構築していく協働の PDCA のプロセス
が重要です。専門職、関係者、市民、研究者らが協働で現状を分析し、課題解決や地域の強みを強化
するための計画を立案し活動の成果を確認するプロセスを丁寧に歩むことにより、支援や活動の目標
の合意形成、情報の共有化、仲間づくり、そして真に目指すべき地域包括ケアシステムの具現化が可
能になると考えます。
本講演では、当事者・家族、専門職、関係者が協働でアクションリサーチに取り組みながら包括ケ
アや健康な「まちづくり」に取り組んでいる事例を紹介し、主体的行動化や合意形成を図るためのコ
ミュニティ・ミーティング、アクション・ミーティングの方法、連携・協働や支援ネットワークの拡
大、資源化や施策化の方法について皆様とともに考える機会としたいと思います。
アクションリサーチを活用した協働による地域包括ケアシステムの構築
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